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1.まちづくりの理念と基本方針

1）まちづくりのテーマと基本理念

都市計画マスタープランとは、奈良市第 4 次総合計画で定められた「都市の将来像」

市民が育む世界の古都奈良 ～豊かな自然と活力あふれるまち～

の実現を図るため、今後の都市計画に関する基本的な方針を長期的な視点から定めるものです。

都市計画マスタープランでは、本市の現況特性や上位・関連計画の方向性、市民意向等を踏ま

えつつ、まちづくりのテーマと理念を次のように設定します。

◆まちづくりのテーマ

現行計画策定以降、人口減少・超高齢化の進展、都市の拡散（市街地の拡大）、地球環境

問題（環境保全、防災など）、厳しい行財政、価値観の多様化（ライフスタイルの変化）、

激化する都市間競争、行政区域の拡大、農の価値観の再認識など、奈良市の現況は大きく

変化しました。

このため、本計画では、“量（成長型）”から、「安全・安心」「暮らしやすさ」「質の高さ」

「豊かさ」「雇用」「賑わい」「創造性」「持続的成長」「低炭素」「エネルギー」「循環型」「自

然共生」などをキーワードとする“質（成熟型）”へ都市政策を大転換することが主たる課

題となっています。

この都市政策の大転換を図るためには、平城京を核とした様々な歴史・文化や豊かな自

然などの【個性】を守り・育て・活用しながら、集約型都市構造の実現や都市機能の充実、

個性ある地域づくり、協働のまちづくりにより【暮らし】の利便性を高め、奈良市という

ブランドの魅力を高めていくことが重要です。

また、国土の大動脈となるリニア中央新幹線の中間駅とそのアクセス交通網や京奈和自

動車道の整備促進などにより、交通利便性を高め、日本の文化の都として【交流】が活発

なまちづくりを推進することが重要です。

こうしたことから、奈良市の個性を代表し、都市計画の原点でもある「平城京」をキーワー

ドとして、まちづくりのテーマを【「新平城京」の創造】と設定し、「個性」「暮らし」「交流」

の充実による魅力ある“古都奈良”を市民とともに目指します。

「新平城京」の創造
「個性」「暮らし」「交流」の充実による魅力ある“古都奈良”を目指して

◇「平城京」

・平城京は、今から 1300 余年前、中国の長安を模して造営された“都市”であり、シルクロ

ードを通って多くの人や物が往来し、大きく繁栄しました。

◇「“新”平城京」

・1300 年前の平城京に対し、当時の平城京の姿（街並みや条坊、歴史・文化、自然）を活か

し、更に、新たな都市の魅力（行政区域の拡大、都市機能・生活環境・観光など）を加えて

発展していく現代の奈良市の姿を「“新”平城京」と位置付けます。
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◆まちづくりの基本理念

▽個性豊かな“なら” 「美しく個性ある都市の実現」

【主要課題】（再掲）

・登録後 15 年以上が経過した世界遺産を中心とした歴史・文化遺産を守り、育てるとともに、こ

れらを活かしたまちづくりを展開し、日本の文化都市として、また、県内における魅力の中心

拠点として広域的なニーズに応え、観光都市として発展していくことが重要です。

・緑や水、生物そのものやそれらの繋がりである生態系など自然環境の保全に努めるとともに、

これら自然環境とふれあい、都市の景観や暮らしに取り込み、世界に類をみない奈良市の個性

を伸長していくことが重要です。

・市民や事業者等と協力し、歴史・文化遺産や伝統文化・芸能を活かしたまちづくりを展開して

いくことが重要です。

【基本理念】

≫こうしたことから、「歴史・文化や自然と共生する都市“なら”」のイメージを都市全体で共

有しつつ、歴史・文化遺産や眺望景観の保全・活用、自然環境の保全・活用など、平城京の時

代から 1300 年の時ととともに育んできた歴史・文化や自然環境の中で、内外の人々が平和に暮

らし、くつろぎ、安らぎ、滞在できる個性ある都市を創造します。

≫こうしたまちづくりの方向性を示す理念として「個性豊かな“なら”」を設定します。
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▽暮らし豊かな“なら” 「安全・安心で暮らしよいまちづくり」

【主要課題】（再掲）

・拠点を適正に配置するとともに、地域間連携を充実し、歴史・文化に根づいた効率的な都市運

営を図ることが重要です。

・本市の中心となる拠点では、既存ストックを活かしつつ、広域的なニーズに応じた様々な都市

機能を充実し、広域的な求心力をさらに高めていくことが重要です。

・地域や生活の中心となる拠点においても、既存ストックを活かしつつ、都市機能の維持・充実

を図り、暮らしの利便性を高めていくことが重要です。

・歴史・文化に根づいた各地域の特性を活かしつつ、交通利便性の向上や質の高い生活環境の創

出を図り、多様なライフスタイルに応じて地域が選択できる、暮らしよい奈良を実現していく

ことが重要です。

・歴史・文化に根づいた災害に強い都市基盤を形成するとともに、医療・福祉や子育て環境を充

実し、安全・安心で人にやさしいまちづくりを展開していくことが重要です。

・まちづくりを担う人材育成や心の醸成、協働の仕組みづくり等を図り、市民や事業者等ととも

に満足度の高い暮らしを創出していくことが重要です。

【基本理念】

≫こうしたことから、歴史・文化に根づいた地域特性やライフスタイルの変化、ニーズの多様性

に配慮し、都市拠点や地域拠点の適正配置と都市機能の充実、交通利便性の向上、生活基盤の

整備、施設の有効活用と維持管理などに努め、効率的な都市経営を図りつつも快適で利便性の

高い暮らしの実現を目指します。

≫また、歴史・文化に根づいた災害に強い都市基盤の形成、生活道路の維持・整備、超高齢社会

への対応、日常生活における安全性の確保などに努め、安全・安心で人にやさしいまちを目指

します。

≫さらには、子育て支援環境の整備や教育、高齢者の生きがいづくり、協働のまちづくりを推進

し、まちづくりを担う人材の育成と心の醸成を図り、自主・自立のまちづくりを持続的に発展

させていきます。

≫こうしたまちづくりの方向性を示す理念として「暮らし豊かな“なら”」を設定します。
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▽交流豊かな“なら” 「都市の競争力・連携の強化」

【主要課題】（再掲）

・奈良市が誇る歴史・文化遺産や伝統・芸能を活かした交流拠点を形成するとともに、歴史・文

化の産業化を図り、国内外からの交流を強化していくことが重要です。

・交流の強化に向けて、魅力を高めるだけでなく、この魅力を国内外に発信していくことが重要

です。

・リニア中央新幹線の中間駅とそのアクセス交通網や京奈和自動車道の整備促進など、交流の軸

となる広域交通基盤を強化していくことが重要です。

・全市的な交通体系のあり方から都市計画道路の見直しを図る一方で、地域間連携の軸となる路

線等の整備を進めていくことが重要です。

・来訪者の利便性に配慮し、公共交通機関の利便性向上や歩いて（自転車で）楽しいみちづくり

など、観光交通の充実を図ることが重要です。

【基本理念】

≫こうしたことから、本市が有する歴史・文化や伝統を活かしたまちづくりやものづくり、ひと

づくりに努めるとともに、奈良らしい都市の活力を創出し、競争力の高い都市を目指します。

≫また、広域・地域交通ネットワークの利便性向上、平城京の条坊を活かした市街地構造の創出、

新たな都市文化機能や産業の創造・展開など、奈良市というブランドを内外へ積極的に発信す

る基盤づくりに努めます。

≫こうしたまちづくりの方向性を示す理念として「交流豊かな“なら”」を設定します。
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2）テーマ・基本理念と基本方針

【テーマ】 【基本理念】 【基本方針】

「
新
平
城
京
」
の
創
造

1.個性豊かな“なら” 「美しく個性ある都市の実現」

1）歴史・文化と緑に育まれた「古都奈良」の顔づくり
  ①歴史・文化遺産の保全と活用               →3.4-1）

  ②街並みと緑が織りなす歴史的地区の景観の保全活用     →3.4-3）

  ③市街地背景となる緑の保全・育成             →3.4-4）

  ④眺望景観の保全                     →3.4-5）

  ⑤良好な市街地景観の創造                 →3.4-7）

2）水辺を守り・育て・ふれあう
  ①水辺がもたらすうるおい景観の創出            →3.4-6）

  ②水辺の保全・活用と適正管理               →3.6-3）

3.交流豊かな“なら” 「都市の競争力・連携の強化」

1）歴史・文化を活かした都市活動・産業基盤の形成
  ①歴史・文化や自然環境と共生する市街地構造の形成     →2.3-1）

  ②歴史・文化の産業化                   →3.4-2）

2）交流基盤の整備
  ①広域交通基盤の整備                   →3.2-2）

  ②観光交通の整備                     →3.2-4）

  ③情報発信の強化                     →3.5-2）

2.暮らし豊かな“なら” 「安全・安心で暮らしよいまちづくり」

1）歴史・文化に根づいた快適で利便性の高い暮らしの創出
  ①生活の広がりに応じた都市構造の形成           →2.2-1）

  ②交通利便性の向上
   ・交通体系の見直し                       →3.2-1）

   ・生活道路の整備                        →3.2-3）

   ・公共交通機関の充実及び利用促進                →3.2-5）

  ③質の高い生活環境の創出
   ・計画的な土地利用及び市街地整備                →3.1-1）

   ・総合的な緑と水のネットワークの形成              →3.3-1）

   ・歴史・文化に配慮した各種都市施設の適正配置          →3.5-1）

   ・多様で良質な住宅づくり                    →3.7-3）

2）歴史・文化に配慮した災害に強いまちづくり
  ①災害に強い都市基盤の創出                →3.7-1）

  ②市街地の防災機能の強化                 →3.7-2）

3）地球環境への配慮
  ①都市環境負荷の低減                   →3.6-1）

  ②気候風土や生態系を活かした自然環境の保全・創出     →3.6-2）

3）人にやさしい思いやりのあるまちづくり
  ①高齢者・障がい者・妊産婦・けが人等への配慮       →3.7-4）

  ②子育て支援及び教育の充実                →3.7-5）

  ③暮らしの安全性向上                   →3.7-6）
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2.まちづくりの将来像

2.1.将来フレーム

①人口

わが国は 2004 年をピークに人口が減少しており、本市においても 2005 年の 370,102 人をピー

クに減少傾向が続くものと予想され、2010 年（基準年）現在 366,591 人となっています。

上位計画である奈良市第 4 次総合計画（平成 23 年策定）の推計値をみると、2020 年には 340,730

人、2030 年には 301,663 人まで減少することが見込まれています。

本計画では、これまでの推移から予測される将来人口を基本としつつ、今後の施策展開を着実

に実施することによる効果も見込み、上位計画である奈良市第 4 次総合計画の目標人口を踏襲し、

中間年次である 2020 年の人口を 350,000 人と設定します。

■将来目標人口（奈良市第 4次総合計画）

■推計人口

実績
推計

（中間年次）

推計

（目標年次）

H2 H7 H12 H17 H22 H32 H42
単位 1990 1995 2000 2005 2010 2020 2030

総人口 人 349,349 359,218 366,185 370,102 366,591 340,730 301,663

年少人口(14歳以下) 人 65,767 57,429 52,683 49,907 46,147 34,903 26,767
生産年齢人口(15～64歳) 人 247,420 255,990 255,724 248,069 231,222 199,604 169,503

老年人口(65歳以上) 人 35,372 45,298 57,038 71,884 86,154 106,223 105,392
※基準年次：平成22年 資料：国勢調査

※推計は、奈良市第4次総合計画で算出した中位推計

65,767 57,429 52,683 49,907 46,147 34,903 26,767

247,420 255,990 255,724 248,069
231,222

199,604
169,503

35,372 45,298 57,038 71,884
86,154

106,223

105,392

349,349 359,218 366,185 370,102 366,591
340,730

301,663
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100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000
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H2 H7 H12 H17 H22 H32 H42

（人） 推計人口（奈良市）

年少 生産 老年 行政

人口 年少人口 生産年齢人口 高齢人口

３５０，０００人
３５，３００人

（１０．１％）

２０８，５００人

（５９．６％）

１０６，２００人

（３０．３％）

２０２０年

（平成３２年）
低位推計

３３７，０００人
３１，０００人

（９．２％）

２００，０００人

（５９．３％）

１０６，０００人

（３１．５％）

２０２０年

（平成３２年）

中位推計

３４１，０００人
３５，０００人

（１０．３％）

２００，０００人

（５８．６％）

１０６，０００人

（３１．１％）

参考

２０２０年

（平成３２年）

（目標）

低位推計：国立社会保障・人口問題研究所の 2006 年（平成 18 年）12 月推計における合計特殊出生率の「低位」値を奈良市の実

情を踏まえて地域補正したもの（2005 年（平成 17 年）：1.15～2015 年（平成 27 年）：0.95）を用いた推計値

中位推計：同様に「中位」値を地域補正したもの（2005 年（平成 17 年）：1.15～2015 年（平成 27 年）：1.11）を用いた推計値
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②産業の規模（参考）

奈良県が策定した都市計画区域マスタープラン（平成 23 年 5 月）では、平成 32 年における大

和都市計画区域（奈良市の都市計画区域含む）の概ねの産業規模を以下のように設定しています。

■大和都市計画区域の産業の概ねの規模

年次

区分
平成 17 年 平成 32 年

生産

規模

工業出荷額 21,259 億円 30,613 億円

卸小売販売額 20,756 億円 23,762 億円

就業

構造

第 1 次産業 18 千人（2.9％） 15 千人（2.5％）

第 2 次産業 152 千人（25.2％） 132 千人（22.4％）

第 3 次産業 435 千人（71.9％） 444 千人（75.1％）

③市街化区域の規模（参考）

奈良県が策定した都市計画区域マスタープラン（平成 23 年 5 月）では、人口や産業の見通し、

市街化の現状及び動向を勘案し、既に市街地を形成している区域及び概ね 10 年以内に優先的かつ

計画的に市街化を図るべき区域を市街化区域として、平成 32 年における大和都市計画区域（奈良

市の都市計画区域含む）の概ねの市街化区域規模を以下のように設定しています。

■大和都市計画区域の市街地の概ねの規模

年次 市街化区域の規模 備考

平成 32 年 20,311ha 平成 23 年 5月 10 日都市計画決定
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2.2.将来都市像（奈良市全域）

1）生活の広がりに応じた都市構造の形成

①広域的な役割

・本市は、奈良県内の中心拠点都市であり、関西学術研究都市の一部を構成していることから、

広域的な役割と責任を担っています。また、京都府南部の市町とも隣接することから、県内及

び隣接都市をも見据えたまちづくりを進めていく必要があります。

・また、本市は奈良県内における交流の玄関口であり、京奈和自動車道やリニア中央新幹線の中

間駅など、今後もこの役割の重要性は高いものと考えられます。

・そのため、今後も商業・文化・医療・福祉・教育機能など、さまざまな都市機能の集積を図る

とともに、道路や公共交通など交通利便性の向上により、都市としての求心力を高めていく必

要があります。

②目指すべき都市構造  ～集約型都市構造～

【現状の市街地形成】

・本市の都市構造は、平城京の条坊を基本として形成された市街地に広域的な都市機能や生活関

連機能が集積され、本市の中心核となり、その他のＪＲや近鉄駅周辺において、地域生活に必

要な都市機能や生活関連機能が集積され、地域の核となっています。

・また、合併した月ヶ瀬地域や都祁地域では、旧役場の周りに生活関連機能を中心とした施設が

集まっています。

・本市では、都市の拡大基調の中、幹線道路の整備、鉄道延伸や駅の整備、土地区画整理事業の

実施、民間による住宅団地の開発などに伴って、西部丘陵地、北部丘陵地及び南部農村地域に

市街地が拡大してきました。

【市街地の無秩序な拡大による問題点】

・市街化調整区域や幹線道路沿道の開発など、市街地が無秩序に拡大されると、丘陵地の緑や農

地などの自然環境の喪失が懸念されます。

・人口減少と高齢化の進展に加え、モータリゼーションに伴う沿道型商業施設の躍進などがあい

まって、中心市街地の求心力が低下し、核となる商業施設の撤退、空き店舗や低・未利用地の

増加など、賑わいの喪失、空洞化が懸念されます。

・また、現在事業中である京奈和自動車道では、市街化調整区域である八条三丁目周辺にインタ

ーチェンジの整備が予定されており、土地利用の方針を定めない場合、無秩序な開発が進む事

が懸念されます。

【人口減少や高齢化の進展等に伴う問題点】

・平成 17 年に合併した月ヶ瀬地域や都祁地域では、総人口が少ない中で、人口減少や高齢化が進

展し、まちの活力等が著しく低下しています。

・今後、さらに人口減少・超高齢化が進行すると、社会保障などの行政コストが増大するととも

に、コミュニティの存在自体が危ぶまれる事態が生じる事が懸念されます。
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【今後の方向性】

・人口減少時代において、無秩序な市街地の拡大や拠点の形成は、都市基盤の整備・維持管理な

ど行政コストの増大、公共サービスの効率性低下、既存の中心市街地や拠点の求心力の低下な

どを招くおそれがあります。

・そのため、今後は、無秩序な市街地の拡大を抑制し、道路・公園等の都市基盤や公共公益施設

などの既存ストックを有効活用し、「まとまりのある都市づくり」を進めていく事が重要です。

・また、良質な生活環境の観点から、市街地周辺の緑や農地を保全していくことが重要です。

・こうしたことから、中心市街地や地域の拠点に効率的・効果的な公共投資を行い、これらを結

ぶ道路網や公共交通の充実を図る事により、中心市街地と地域の拠点が有機的に連携し、一体

化した「集約型都市構造」を目指します。

・なお、「集約型都市構造」の実現により、都市の利便性が高くなり、新たな産業や雇用の創出

などの効果や定住人口の確保が期待できます。さらに、徒歩・自転車、公共交通を中心とした

「歩いて暮らせるまちづくり」の推進や、集積のメリットを活かしたエネルギーの高効率化等

により、環境負荷低減という効果も期待されます。

◆集約型都市構造の模式図

◆集約型都市構造のイメージ

中 心 市 街 地

地 域

の

拠 点

地 域

の

拠 点

地 域

の

拠 点

連携 連携

資料：国土交通省
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■奈良県が示す都市の将来像

【将来像の考え方】

    近年の社会経済情勢の変化を背景に、我が国の国土計画は、これまでの開発を基調とした量

的拡大型から成熟社会型への転換を目指し、平成 17 年 7 月に国土総合開発法が国土形成計画

法に改正された。これにより、各広域地方が、その有する資源を最大限に活用した特色ある地

域戦略を描き、自立的に発展する圏域を形成する国土構造への転換を目指すこととされた。

    本県は、多くの歴史文化遺産とそれを取り巻く良好な自然環境から生み出される独特な歴史

的風土を有するという、我が国でもかけがえのない地域としての性格と、社会経済全般が大阪

の影響を強く受け、大阪都市圏として計画的整備が求められる性格を併せ持っている。今後、

本県が他都市との都市間競争に生き残るためには、このような二面性に加え、京奈和自動車道

などの地域経済の活性化に資する社会資本整備が整ってきたことを契機に、経済活性化や暮ら

しの向上を柱としながら、地域の個性を重視した豊かで活力ある持続可能な都市を目指すこと

を本県の都市づくりのベクトルに加える必要がある。

    このため、奈良らしい歴史的・自然的環境の維持・保全を前提に、近畿圏が一体となった広

域・国際観光圏の形成や本県の地域活性化を図るため、広域連携軸を中心とした近畿圏内のネ

ットワークの形成を図る。また、大和平野では、奈良市と橿原市の 2 大拠点と 16 の主要生活

拠点を中心とした日常生活圏からなる 1 つの都市空間と考え、拠点間の交流や都市活動（居住、

生産、物流、就労、教育、文化、医療、買い物、レクリエーション等の都市におけるあらゆる

行動のこと。）を支える地域連携軸の形成を図る。

【県土全体の将来像】

①県土の都市活動の中心となる 2大拠点（奈良、橿原）と個性豊かな主要生活拠点の形成

  ②拠点間の交流や産業活動を支える連携軸（ネットワーク）の形成

  ③観光交流拠点の形成

  ④観光交流拠点をつなぐ奈良らしい観光交流軸の形成

  ⑤地域の自立を図り、くらしやすい奈良を創るための機能の集積等

【北部地域の将来像】

【参考】
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2）都市構造

奈良市では、以下に示す 5 つの拠点、3 つの連携軸、3 つのエリアにより集約型都市構造の形成

を目指します。

①拠点

【都市拠点】

・中心市街地として、既に一定の都市機能が集積した近鉄奈良駅、ＪＲ奈良駅、近鉄新大宮駅一

帯を「都市拠点」として位置づけ、複合利用など土地の有効活用を図るとともに、既存ストッ

クを有効活用しつつ、商業・業務機能、観光交流機能、文化機能、行政機能等の充実を図り、

本市だけでなく、県域及び京都府南部など、より広域的な地域を対象として拠点性を高めてい

きます。

【地域拠点】

・近鉄大和西大寺駅周辺、近鉄学園前駅周辺、近鉄高の原駅周辺、近鉄学研奈良登美ヶ丘駅周辺

を「地域拠点」として位置づけ、商業・業務機能、文化機能、行政機能等を集積し、近鉄大和

西大寺駅周辺は広域を対象として、また、その他は地域の中心として個性豊かな拠点を形成し

ます。

【生活拠点】

・現在も生活の中心としての機能を有する月ヶ瀬、都祁の中心部や田原・大柳生・柳生・須川の

郵便局やＪＡなど公益施設の周辺、鉄道駅周辺を「生活拠点」として位置づけ、今後も良好な

生活環境を維持するための生活関連機能の集積を検討し、暮らしやすい拠点の形成を目指しま

す。

【産業拠点】

・西九条町周辺を本市の産業振興をリードする「産業拠点」として位置づけ、生活環境や自然環

境との調和を図るとともに、既存の産業基盤を活かしつつ、必要に応じた用地確保や交通利便

性の向上等を進め、工業・流通業務施設等を集積・充実し、産業の活性化を図ります。

【医療福祉拠点】

・平松～七条西町周辺を「医療福祉拠点」と位置づけ、生活環境との調和を図りつつ、医療福祉

施設の集積・充実、交通アクセスの確保などにより拠点性を高め、暮らしの安らぎを創出しま

す。
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②連携軸

・交通ネットワークの軸となる連携軸は、産業活動や暮らしなど都市活動の根幹となるとともに、

様々な交流の基盤となります。

・こうしたことから、国土的な物流や交流を図るための「国土連携軸」、都市間交流や広域交通

拠点とのアクセスを図るための「広域連携軸」、周辺都市や本市の地域間とのアクセスを図る

ための「地域連携軸」を位置付け、これら道路の整備推進や機能向上を図るとともに、リニア

中央新幹線の中間駅誘致、鉄道輸送力の強化などによって、本市の交通アクセスの充実を図り

ます。

【国土連携軸】

・全国的な幹線ネットワーク（高規格幹線道路）である名阪国道及び京奈和自動車道、高規格幹

線道路を補完し物資の流通や人々の交流の活性化を促す道路（地域高規格道路）である第二阪

奈有料道路及び清滝生駒道路（国道 163 号）を「国土連携軸」として位置づけます。

・これら国土連携軸では、整備の促進、道路機能の強化・充実、適正な維持管理により、国土的

な連携強化を図ります。

【広域連携軸】

・大宮通り線（国道 369号）、阪奈道路（県道奈良生駒線）、国道 24 号を「広域連携軸」として

位置付け、広域都市間でのアクセス向上や連携強化、交流の促進を図ります。

【地域連携軸】

・周辺都市及び本市の地域間を結ぶ国道及び県道等を「地域連携軸」と位置付け、整備の促進、

道路機能の強化・充実、適正な維持管理により、都市拠点・地域拠点・生活拠点相互の連携強

化を図ります。

③エリア

【市街地エリア】

・「市街地エリア」では、用途地域及び現在の市街化区域を基本とし、これ以上の無秩序な拡大

を抑制します。

・既存の商業・業務施設や公共公益施設、歴史・文化、コミュニティ施設等を有効に活用し、計

画的な土地利用のもと、低・未利用地等を活用し、都市施設や住宅地の整備を進め、生活利便

性の向上を図ります。

・また、生産緑地など都市農地について、地権者の協力を得ながら保全に努め、景観や防災など

これらが有する緑地機能を活用し、都市環境の向上を図ります。

【自然共生エリア】

・「自然共生エリア」では、本市の特性でもある自然と共生した生活空間を守り・育てることを

大切にし、豊かな自然や田園環境の保全、土地利用の混在防止、優良農地の維持、耕作放棄地

等の解消、生活利便性に欠かせない都市施設の維持・充実を図ります。

【自然環境保全エリア】

・「自然環境保全エリア」では、長期的・広域的展望に立ち、豊かな自然の保全、林業資源の有

効活用、レクリエーション機能の維持・充実を図ります。
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■将来都市構造図（奈良市全域）
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2.3.新なら市街地構想

現在の奈良市の都市機能の中心となる都市拠点を含み、古代平城京の都市計画である条坊と重

なる市街地に「新なら市街地構想」を設定します。

新なら市街地構想は、「個性（歴史・文化、自然環境）」と「暮らし（都市活動）」の共生に

より奈良市の魅力を高め、「交流」が活発なまちづくりを展開するという基本理念を具現化した

ものです。

今後は、この新なら市街地構想を核としたまちづくりを全市的に展開し、“「新平城京」の創

造”の実現を目指します。

1）歴史・文化や自然環境と共生する市街地構造の形成

・古く平城京の時代では、都市の核である平城宮を中心に、朱雀門と羅城門を結ぶ朱雀大路跡を

骨格軸として市街地が整備され、まちが発展してきました。

・一方で、現在の奈良市は、平城京の時代の条坊を活かしつつ、近鉄奈良駅・ＪＲ奈良駅・近鉄

新大宮駅を中心に、近鉄奈良線及び大宮通り線沿線を骨格軸として市街地が整備され、まちが

発展しています。

・今後の市街地づくりでは、これら新旧の市街地構造を有機的に融合させるとともに、歴史・文

化や伝統、自然環境を守りつつ、都市活力を高め、次代へ継承していきます。

2）市街地構造

◇都市の骨格

【朱雀大路シンボル軸】

・平城京を起源とする古代都市奈良の象徴として、平城宮から羅城門に至る区域を「朱雀大路シ

ンボル軸」に位置付けます。

・世界遺産に登録された平城宮跡は、我が国を代表する歴史・文化資産の一層の保存・活用を図

ることを目的に、平成 20 年度に国営公園として整備されることが決定しました。

・これにより、公園区域では、公園基本計画に基づき史跡平城京朱雀大路跡の復原整備を中心に

面的整備を促進します。

・また、県道奈良生駒線南側における朱雀大路跡の復原及び周辺の文化緑地帯の整備は、古代都

市平城京の壮大なスケールや歴史を次代に継承するもので、日本文化の将来の発展に大きく貢

献するものであるから、計画の推進を図ります。
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【都市シンボル軸】

・現代都市奈良の象徴として、春日大社から近鉄奈良駅、ＪＲ奈良駅、近鉄新大宮駅、近鉄大和

西大寺駅に至る区域を「都市シンボル軸」に位置付けます。

・都市シンボル軸では、本市を代表する歴史・文化遺産である東大寺や春日大社、興福寺、元興

寺、平城宮跡、西大寺、歴史的街並みを残す奈良町などを保全・活用し、景観形成など環境整

備を図るとともに、都市交通、多様な歩行者・自転車交通の利便性を向上させます。

・また、都市シンボル軸のうち駅周辺では、複合利用など土地の有効活用を図るとともに、既存

ストックを有効活用しつつ、商業・業務機能、観光交流機能、文化機能、行政機能等の充実を

図ります。

【歴史・文化軸】

・古代条坊による東七坊大路、五条大路、西二坊大路、南一条大路を「歴史・文化軸」として位

置付け、古代都市平城京に思いを馳せるとともに、古代から中世・近世へと紡がれてきた歴史・

文化を活かしたまちづくりの象徴とします。

【渡来軸】

・海外及び他都市からの交流（渡来）の軸となる鉄道（ＪＲ・近鉄）や京奈和自動車道を「渡来

軸」として位置付けます。

・ダイヤ改正や増便など鉄道の輸送機能の強化促進、京奈和自動車道の整備促進、京奈和自動車

道（仮）奈良ＩＣ周辺への新駅設置促進、交通結節点及び玄関口となる駅やＩＣ周辺での環境

整備や都市機能の集積を図ります。

【回廊軸】【自動車軸】

・市街地に散在する歴史・文化遺産や都市機能が有機的にネットワークを形成し、中心市街地が

面的に広がり、各地区の活性化を促すために、東西、南北に「自動車軸」及び歩行者・自転車

軸である「回廊軸」を設定します。

・これらの軸では、道路整備を進めるとともに、多様な歩行者・自転車空間の確保、交通安全対

策の推進、景観形成など環境整備を図ります。

・回廊軸では、利用者のためのポケットパークや休憩場所となる緑と水のネットワークの創出・

充足を目指します。
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◇都市核

・近鉄奈良駅、ＪＲ奈良駅及び近鉄新大宮駅一帯と近鉄大和西大寺駅周辺の 2 箇所を「都市核」

として位置付け、複合利用など土地の有効活用を図ります。また、駅前広場については、観光

都市の玄関口としての将来を見据えた整備を積極的に検討します。

・近鉄奈良駅周辺では、観光客など来訪者の玄関口にふさわしい基盤整備のあり方を検討します。

・近鉄奈良駅及びＪＲ奈良駅周辺では、商業・業務、観光機能の集積を図るとともに、本市の玄

関口として良好な景観の形成などの整備を図ります。

・近鉄奈良駅とＪＲ奈良駅を結ぶ三条線の街路整備を推進し、歩行者動線の利便性向上と風格の

ある賑わいの創出を図ります。

・ＪＲ奈良駅周辺では、駅南側で現在事業中の区画整理事業を推進し、利便性が高いまちなか居

住（駅から歩ける利便性の高いまちなかに居住すること）を促進します。

・近鉄新大宮駅周辺では、奈良市役所を中心に公共公益施設や商業・業務施設の集積を図ります。

・近鉄大和西大寺駅周辺では、商業など都市機能の集積を図るとともに、歴史観光の玄関口にふ

さわしい環境の整備を図ります。

・近鉄西大寺駅南土地区画整理事業による市街地整備を進め、まちなか居住の促進を図ります。

◇歴史・文化核

・南都七大寺や世界遺産の構成資産などとして知られる東大寺、春日大社、興福寺、元興寺、大

安寺、薬師寺、唐招提寺、西大寺、平城宮跡を「歴史・文化核」として位置付けます。

・これらを核として、本市の歴史・文化遺産の保全・活用に努めるとともに、交通アクセスなど

の環境整備、歴史的景観の保全や良好な景観の形成などを進め、“古都奈良”の実現を目指し

ます。

◇自然核

・良好な自然環境を有し、歴史・文化と融合した都市景観を創出している春日山原始林、奈良公

園（平坦部）、平城宮跡を「自然核」として位置付けます。

・これら自然核では、良好な自然環境の保全に努めるとともに、奈良公園、平城宮跡では、計画

的な整備を推進します。
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■新なら市街地構想図
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3.まちづくりの基本方針

3.1.土地利用の方針

低炭素・循環型の持続可能な社会であるとともに、居心地が良いまちを目指して、計画的な土

地利用の推進による効率的でまとまりのある都市を形成します。また、都市機能の充実、良好な

都市環境の創出、地域特性を活かしたまちづくり、観光産業の充実などを推進し、定住人口や交

流人口の確保を図ります。

1）計画的な土地利用及び市街地整備

・新たな道路の整備などにより市街化を図ることが望ましい地域では、区域区分の見直しや用途

地域の指定など、長期的な展望に立った計画的な土地利用を図るとともに、多用で特色のある

地域イメージを構築し、地区計画制度等の導入など良好な生活環境の確保を図ります。

・主要鉄道駅周辺やまちなかの幹線道路沿道など利便性の高い地域では、複合利用など土地の有

効活用を図ります。

・郊外の幹線道路沿道では、日常生活利便施設の適切な誘導を図ります。

・歴史・文化や自然環境の保全に取り組む地域では、優れた景観の維持・保全の観点から風致地

区や歴史的風土特別保存地区を堅持し、併せて、高さ抑制など適切な規制・誘導を図ります。

・市街化調整区域では、「奈良市開発許可の基準に関する条例」等の活用により、地域の実情に

応じた良好な居住空間を確保し、既存集落の活性化を図ります。

・市街化区域隣接地、幹線道路沿道及び鉄道駅周辺等では、土地利用の整序や地域の活性化を図

るため、地区計画制度等の導入など計画的な土地利用を推進します。

・都市計画区域外の地域では、地域の実情に応じた良好な居住空間を確保するため、必要に応じ

て条例の制定等を検討します。

・都市計画区域外のＩＣ周辺では、一定の建築活動を許容しつつ、計画的な土地利用の整序や環

境の保全が必要とされる場合は、準都市計画区域の指定など、土地利用の規制・誘導策を検討

します。

①土地利用方針

【市街地エリア】（再掲）

・「市街地エリア」では、用途地域及び現在の市街化区域を基本とし、これ以上の無秩序な拡大

を抑制します。

・既存の商業・業務施設や公共公益施設、歴史・文化、コミュニティ施設等を有効に活用し、計

画的な土地利用のもと、低・未利用地等を活用し、都市施設や住宅地の整備を進め、生活利便

性の向上を図ります。

・生産緑地など都市農地について、地権者の協力を得ながら保全に努め、景観や防災などこれら

が有する緑地機能を活用し、都市環境の向上を図ります。
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○低層住宅地

・低層住宅を主とする良好な生活環境の維持・形成を図る区域です。

・良好な生活環境を損なわない程度の小規模な生活利便施設の立地を許容しつつ、戸建て住宅を

中心とした、ゆとりある緑豊かな生活環境の維持・形成に努めます。

○一般住宅地

・住宅及び一定規模の商業施設が混在しつつ、良好な生活環境の維持・形成を図る区域です。

・住宅を主とする区域では、沿道のスーパーなど小・中規模の生活利便施設を許容しつつ、住宅

を中心とした良好な生活環境の維持・形成に努めるとともに、土地の有効活用によるオープン

スペースの確保を誘導するなど、緑豊かでうるおいある住宅地の形成を図ります。

・その他の区域では、ある程度の建物用途の混在を許容し、周辺環境との調和に配慮した良好な

生活環境の形成を図ります。

・木造住宅が密集する区域では、地区計画や街並み環境整備事業など各種手法の活用による基盤

整備やオープンスペースの確保を図り、建て替え時の不燃化・耐震化を誘導するとともに、歴

史的街並みを残す奈良町などでは伝統的建造物等の保全・活用に努め、良好な生活環境の創出

を図ります。

○商業地

・鉄道駅周辺で商業・業務施設や公共公益施設が集積する区域です。

・近鉄奈良駅、ＪＲ奈良駅及び近鉄新大宮駅一帯では、近畿圏の中核都市、奈良県の中枢都市、

本市の中心にふさわしい商業・業務施設の集積、既存商業施設の活性化促進、土地の有効活用、

観光交流機能や文化機能、行政機能等の充実、回遊性の向上を図り、魅力ある拠点を形成しま

す。

・近鉄大和西大寺駅、近鉄学園前駅、近鉄高の原駅、近鉄学研奈良登美ケ丘駅周辺では、地域の

中心にふさわしい商業・業務施設の集積、既存商業施設の活性化促進、文化機能や公共公益機

能の充実を図り、個性豊かな拠点の形成を図ります。

・その他の商業地では、良好な生活環境を維持するための商業・業務機能や生活関連機能の集積

を図ります。

○沿道商業地

・幹線道路等の沿道で沿道型商業サービス等が集積する区域です。

・周辺環境への影響に配慮しつつ、既存の商業・業務施設の集積を活かして、道路利用者の利便

性向上につながる商業地の形成を図ります。

○その他商業地

・郊外型住宅地で近隣住民のための商業施設が集積する区域です。

・周辺生活環境への影響に配慮しつつ、近隣住民の日常生活に必要な生活関連機能の維持・充実

を図ります。
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○工業地

・工業施設の立地を主とした区域です。

・周辺の生活環境や自然環境との調和を図り、必要に応じた基盤整備、工業・流通機能の拡充・

充実により、産業の活性化や新規優良企業の誘致、雇用の確保を図ります。

・既存の工業・流通機能を維持するとともに、工業地へ工場等の集積を図り、住工が混在した地

区における土地利用の純化を促進します。

【自然共生エリア】（再掲）

「自然共生エリア」では、本市の特性でもある自然と共生した生活空間を守り・育てることを

大切にし、豊かな自然や田園環境の保全、土地利用の混在防止、優良農地の維持、耕作放棄地等

の解消、直売所の充実など地産地消の促進、生活利便性に欠かせない都市施設の維持・充実、都

市と農山村の共生・対流を目指します。

【自然環境保全エリア】（再掲）

「自然環境保全エリア」では、長期的・広域的展望に立ち、豊かな自然の保全、林業資源の有

効活用、レクリエーション機能の維持・充実を図ります。

②市街地整備

・市街化区域では、低・未利用地を活用した開発を誘導します。

・開発適地では、自然的・社会的条件を十分に勘案し、土地利用計画との整合を図りながら、良

好な街並みが形成されるよう民間開発を誘導し、若年層の定住や団塊世代の移住を促進します。

・一定規模以上の開発では、道路、公園等の公共施設や排水設備など必要な施設の整備を義務付

け、健全な宅地水準の確保に努めます。

③駅周辺整備

・近鉄奈良駅周辺では、観光客など来訪者の玄関口にふさわしい基盤整備のあり方を検討します。

・ＪＲ奈良駅周辺では、多くの観光客を迎える玄関口として地域の活性化を推進するとともに、

駅南側では、ＪＲ奈良駅南特定土地区画整理事業により良好な市街地の形成を図ります。

・近鉄大和西大寺駅周辺では、近鉄西大寺駅南土地区画整理事業による市街地整備に併せ、南口

駅前広場の整備を進めます。また、駅北側では、北口駅前広場の整備と関連する幹線道路の整

備を進めることにより、都市基盤施設の強化を図ります。

・近鉄西ノ京駅周辺では、道路や駅前広場等の整備を推進します。

・近鉄富雄駅北地区・近鉄あやめ池駅南地区では、良好な市街地形成を図るため、地域主導のま

ちづくりを推進します。

・京奈和自動車道（仮）奈良ＩＣ周辺へのＪＲ関西本線の新駅設置を促進し、交通結節点として

の基盤整備を推進します。

・その他の駅周辺では、利便性向上を目的とした整備を必要に応じて進めます。
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④産業基盤整備

・周辺の自然環境や生活環境との調和を図りながら、工業・流通機能の拡充・充実や必要に応じ

た用地確保等を図り、雇用基盤の確保や産業の活性化へと展開します。

・交通利便性を活かしつつ、優良用地の整備や工業用水の確保、情報提供の充実等を図り、優良

企業の誘致を図ります。

・既存の工業・流通機能を維持しつつ、市街地に存在する工場等の集積を図り、住工混在地区の

土地利用の純化を促進します。

⑤高度地区指定の基本的方針

（エリアの設定については、奈良県の「高度地区運用ガイドライン（平成 10年 8 月策定）」を受

けて作成したものです。）

・世界遺産登録を受けた遺産周辺の緩衝地帯及び歴史的環境調整区域の周辺については、景観を

守っていくために、保全を原則としたエリアとします。（保全的なエリア）

・保全的なエリアに囲まれた地域であるが、都市拠点や地域拠点を中心として、重点的に活性化

を図っていくべき地域や主要鉄道駅周辺、幹線道路沿道地域等の土地の高度利用を図るべき地

域については、自然的・歴史的景観に配慮しながら弾力的な規制誘導を原則としたエリアとし

ます。（緩和的なエリア）

・保全的なエリア、緩和的なエリア以外の中間的なエリアについては、景観等に影響しない範囲

において、住宅地の住環境等に配慮しながら弾力的な規制誘導を行います。（中間的なエリア）

・第１種低層住居専用地域、第２種低層住居専用地域及び風致地区については、地域地区の制限

に従い、規制を行います。

・平城宮跡や大池から見る歴史的社寺と周囲の丘陵・山並みの重なった歴史的景観、大和青垣を

構成する丘陵地を背景にした田園や住宅市街地景観などの様々な眺望を考慮した検討を進めま

す。
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■土地利用の方針図
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■土地利用の方針図（参考図 01）
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■土地利用の方針図（参考図 02）
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3.2.道路・交通体系の方針

観光都市である本市では、暮らしや交流に配慮して、道路網だけでなく、鉄道やバス等の公共

交通のあり方も総合的に捉えた市全体の交通体系の再構築を図ります。

1）交通体系の見直し

①総合的な交通体系の見直し

・京奈和自動車道（仮）奈良ＩＣ周辺へのＪＲ関西本線新駅設置の促進、リニア中央新幹線の中

間駅誘致など、今後の交通動向を踏まえながら、魅力ある国際文化観光都市の創造、集約型都

市構造の実現など、国内外の交流・連携を目指して、道路網だけでなく公共交通のあり方も総

合的に捉えた交通体系を再構築し、交通利便性の向上に努めます。

・既存道路の有効活用という観点から、自動車専用道路、国道、県道、市道及び農林道など道路

種別にとらわれず、役割や必要性などの道路特性や道路網整備状況を踏まえ、長期的展望に立

った計画的な整備を推進します。

・人口減少、少子高齢化社会の到来など社会経済情勢の変化を踏まえ、未着手道路の必要性を総

合的に勘案し、都市計画道路網の見直しを行います。

②基幹となる道路網

「国土幹線道路」

・全国的な幹線ネットワークを構成する道路（高規格幹線道路）である名阪国道、京奈和自動車

道、高規格幹線道路を補完し、物資の流通や人々の交流の活性化を促す道路（地域高規格道路）

である、第二阪奈有料道路、清滝生駒道路（国道 163 号）を位置付け、必要に応じて改善整備

や道路環境整備を促進します。

「広域幹線道路」

・主に都市間を広域的に結ぶ道路として、大宮通り線（国道 369 号）、阪奈道路（県道奈良生駒

線）、国道 24 号を位置付け、必要に応じて改善整備や道路環境整備を促進します。

「地域幹線道路」

・拠点間及び市内の主要な地域を結ぶ道路として、国道 369 号、県道奈良名張線等を位置付け、

必要に応じて改善整備や道路環境整備を図ります。

「外郭環状道路」

・市街地の通過交通軽減と、市街地外縁地域の連絡強化や交通円滑化を図る環状道路として、奈

良阪南田原線、六条奈良阪線、奈良天理桜井線、九条線、県道枚方大和郡山線、高山富雄小泉

線を位置付け、未整備区間の整備や改善整備、道路環境整備を図ります。
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「都心外環状道路」

・中心市街地の通過交通軽減と周辺の交通円滑化を図る環状道路として、一条富雄線、六条奈良

阪線、県道京終停車場薬師寺線、西九条佐保線を位置付け、未整備区間の整備や改善整備、道

路環境整備を図ります。

「都心内環状道路」

・ＪＲ奈良駅周辺の交通円滑化を図る環状道路として、大宮通り線、奈良橿原線、大森高畑線、

西九条佐保線を位置付け、改善整備や道路環境整備を図ります。

「西部環状道路」

・西部地域の交通円滑化を図る環状道路として、一条富雄線、西一坊大路線、二条谷田線、高山

富雄小泉線を位置付け、未整備区間の整備や改善整備、道路環境整備を図ります。

「生活道路」

・主に日常生活で利用する道路として、上記以外の道路を位置付けます。

「山の辺歴史観光道路」

・奈良盆地の広域歴史観光道路として、本市から桜井市に連絡し大和の古代道路に並行する道路

である奈良天理桜井線（国道 169 号）を位置付け、その特性を活かした景観の形成や沿道土地

利用の整序を図ります。

2）広域交通基盤の整備

・国際文化観光都市として、国内外の交流強化や拠点性の向上を目指すため、広域交通基盤とな

る国土幹線道路、広域幹線道路、地域幹線道路の整備、適正な維持管理を図ります。特に京奈

和自動車道については、全区間早期着手、完成に向け、関係機関に積極的に働きかけます。

・大阪方面からのアクセス向上を目指し、第二阪奈有料道路宝来ＩＣの改良、大宮通り線の改良、

観光交流機能の整備等を関係機関に積極的に働きかけます。

・緊急輸送路に指定された道路では、路面や法面などの防災整備・修繕、橋梁やトンネルなどの

補強を推進します。

・リニア中央新幹線については、昭和 48年に国の基本計画に決定された、奈良市附近の中間駅設

置について、今後 30 年の西日本における経済的発展の最大の機会と捉え、またその高速交通機

能がもたらす効果を国際観光経済都市として世界と未来への最大の奈良アピールに不可欠な都

市機能と捉え、奈良市内における候補地として 2 箇所を提案しています。

いずれの候補地においても、中間駅を核とした奈良市全体のまちづくり、地域づくりを総合的

かつ効果的に推進するため、また奈良県内や近隣府県との相乗波及を継続的に共有できるよう、

アクセス道路や交通ターミナル機能、新たな土地の有効活用等の早期実現を可能とする、実効

的な都市モデルの構築を進めます。
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3）生活道路の整備

・日常生活に密着した生活道路の計画的かつ効率的な整備を進めるとともに、市民と協働し、適

正な維持管理に努めます。

・既存道路の補修や橋梁の長寿命化を推進します。

・生産基盤、森林の適正管理及び道路網の充実という観点から、計画的な農道・林道の整備と適

正な維持管理に努めます。

・通過交通を生活道路からできる限り分離するとともに、交通事故多発地点等の危険箇所、通学

路等の要配慮箇所では、関係機関と協力し、多様な歩行者に配慮した歩行者空間の確保や交通

安全施設の整備などを進めます。

・地域特性に応じた道路の防災対策を推進するとともに、代替性のある災害に強い道路網の形成

に努めます。

・自転車道や自転車レーンの整備、警察と協力した道路危険箇所の調査、多様な歩行者の安全確

保、自転車利用促進に向けた啓発活動や安全指導等の実施を図ります。

・都市景観や環境に配慮した整備に努め、快適なみちづくりを推進します。

4）観光交通の整備

・国際文化観光都市にふさわしい都市基盤の形成と交通混雑の抑制を図るため、道路網の整備を

図るとともに、鉄道やバスなど公共交通の利便性向上、パークアンドバスライド・サイクルラ

イドの推進や駐車場案内システムなど交通システムの充実を図ります。

・環境にやさしく、健康増進につながる自転車利用を促進するとともに、多様な歩行者や自転車

にやさしい道路環境整備を進めます。

・特に市街地では、回廊軸を中心に各種施設の散策に適した回遊性の向上や、探索して楽しいま

ちかどの創出に努めます。

・豊かな自然や歴史・文化などに触れる散策路やサイクリングロード、ハイキングコースと駐輪・

休憩スペースの整備を検討します。

・多様な歩行者や自転車の散策路として、水辺や旧街道を活かした歴史と水辺の道の形成を図り

ます。

・多様な観光客に配慮した観光案内システムなど観光情報施設等の整備を図ります。
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5）公共交通機関の充実及び利用促進

・低炭素社会の実現と交通利便性の向上を目指し、ニーズに応じた公共交通の確保などを事業者

に働きかけます。

・京奈和自動車道（仮）奈良ＩＣの整備が予定される八条三丁目周辺では、ＪＲ関西本線の新駅

設置を促進するとともに、古都奈良の観光資源と新駅、さらには法隆寺など周辺市町の観光資

源を結ぶ新たな観光ルートへの交通結節点としての基盤整備を推進します。

・月ヶ瀬地域では生活路線バス、都祁地域では生活路線バス及びコミュニティバスを継続運行す

るため、持続可能な手法を検討します。また、その他の公共交通空白地域対策として、持続可

能なコミュニティバス・デマンド交通等の必要性を検討します。

・関西本線の複線電化とＪＲ奈良線の複線化の実現に向け、関係市町村と連携してＪＲ西日本に

働きかけます。

・平城宮跡を横断する近鉄奈良線のあり方とともに、近鉄大和西大寺駅及び駅周辺の鉄道のあり

方を検討します。

・駅前広場や駐車場・駐輪場の整備、施設のバリアフリー化など、駅及び周辺の利便性向上を図

るとともに、鉄道による地域の分断を解消する手法を検討します。

・交通行動の転換を図るモビリティマネジメントなどの実施により、自家用車の利用を抑え、公

共交通機関の利用を促します。
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■道路・交通体系の方針図
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3.3.公園・緑地の方針

1）総合的な緑と水のネットワークの形成

平成 23 年に策定された「奈良市緑の基本計画」に基づき、レクリエーション機能や都市環境維

持・改善機能、景観形成機能、防災機能など、緑が有する多様な機能に配慮しつつ、総合的な緑

と水のネットワークの観点から効果的な公園・緑地の整備に努めます。また、老朽施設の改修や

多様なニーズに応じた整備、地域住民との協働による整備・改修などにより、利用満足度の高い

公園・緑地を創出します。

①緑の基本理念

－歴史と自然と生活文化が織りなす緑の古都 奈良－

○悠久の歴史に培われた 風格のある緑を守る

長い歴史の中で培われてきた古都奈良の緑を、風格のある歴史・文化的財産として、大切に守

り育みます。

○人と自然のかかわりを礎に 緑の文化を未来につなぐ

古くから人びとの生活を守り豊かにしてきた自然とのかかわりを大切にし、人びとの創意を集

めて、新しい時代に引き継ぐ緑の文化を育みます。

○森林、田園、まちの緑をささえる 人の“わ”を育む

奈良の多様な緑を知り、学び、楽しみ、緑を通して人のつながりを育み、緑をささえる仕組み

をつくります。

②緑の将来像

【奈良盆地地域】

市街地の三方を取り巻く大和青垣を古都奈良の歴史的風土の骨格として、また、市街地の借景

となる緑として、保全・継承します。

加えて、旧市街地南部に広がる農地を、平城京の条坊や条里制の跡を今に残す貴重な歴史的風

土として位置付け保全することで、全体として市街地を取り囲む環状の緑を構成します。

市街地では、世界遺産や大規模公園（奈良公園）を緑の拠点として、また、社寺林、小規模な

公園や広場を核に、河川や道路で緑と水のネットワークを形成し、点～線～面と広がりのある緑

豊かな街並みを形成します。

【大和高原地域】

高原の自然条件を活かした農林業の活性化により、その基盤となる農地や山林等の緑を維持管

理し、美しい里山の景観を継承します。

山里や河川の緑は、ホタルが舞い飛ぶ自然環境を育むとともに、都市住民と自然とのふれあい

の場となります。また、地域の自然や歴史的資源からなる場のネットワーク化を図り、大和高原

地域の自然や歴史を巡り、楽しむ環境を提供します。
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【西部丘陵地地域】

大和青垣の魅力的な自然景観を享受する矢田丘陵や西ノ京丘陵、河川やため池などの骨格的な

緑を維持します。

公園や教育・文化施設等の緑を地域の緑の核として保全し、河川や道路などが緑の軸として核

を結び、さらに住宅地の新たな緑を創出することで、全体として自然と共生する緑豊かな住宅市

街地を形成します。

■緑の将来像図（緑の基本計画より）

■市街地における緑のネットワークの概念図（緑の基本計画より）
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③緑地の配置方針

本市の緑の特徴である骨格を構成する大和青垣の丘陵や農地、ため池等の緑を保全するととも

に、緑の少ない市街地に地域の拠点となる公園緑地等を整備し、良質な緑の基盤の充実を図り、

奈良に住み続けたいと実感できる緑を配置します。

さらに、歩いて豊かな緑を実感できるよう、街路、河川や旧街道等を活用した緑と水のネット

ワークの形成に努めます。また、緑と水のネットワークは、地域に根ざした防災資源として、地

域防災力の向上にも寄与します。

【都市公園等】

・社会情勢の変化や財政状況等を踏まえ、本市の緑の現状や課題に対処すべく、効果的かつ計画

的な整備を推進するとともに、必要に応じ防災機能（施設）の整備を図ります。

【公共施設緑地等】

・歴史的風土として西の大和青垣を構成する矢田丘陵において、緑の保全・活用の拠点となる里

山型の緑地の配置を図ります。

・平城京域、社寺境内地跡、古墳等の遺跡のうち、史跡に指定され保存管理計画がまとまったも

のについては、緑の歴史・文化拠点となる史跡公園等の整備を検討します。

・平城宮跡から南に延びる朱雀大路跡（国営公園である史跡区域を除く）については、緑地とし

ての確保を検討します。

【公共公益施設等の緑化】

・美術館、教育施設等の公共公益施設は、その立地に応じた緑化を進めることにより、緑豊かな

景観形成を図ります。

・学校等の公共公益施設の外周植栽では、延焼遮断帯としての機能の維持・向上に配慮します。

・街路樹は、テーマ性、統一性をもたせるとともに、道路のもつ機能により、防火性の高い樹種

を選定し、市街地景観・防災機能の向上を図るとともに、樹種にあった剪定を行うなど適切な

管理に努めます。

・児童遊園、ちびっ子広場については、地権者との調整のもと、機動的な確保に努めます。

【緑地保全地域及び特別緑地保全地区】

・緑の山並みを構成する一帯を緑地保全地域として指定するとともに、その枢要な緑地について

は、特別緑地保全地区の指定を行います。

【風致地区】

・既存の指定区域の範囲を維持し、それぞれの自然的特性や歴史・文化的特性を勘案した保全方

針のもとに規制・誘導を図ります。

【歴史的風土保存区域、歴史的風土特別保存地区】

・各地区の自然的特性や歴史・文化的特性に配慮し、適切な保存と規制に重点をおきます。
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3.4.歴史・文化の継承と景観形成の方針

奈良時代に始まり中世・近世へと紡がれた長い歴史を誇る本市では、これら各時代の歴史・文

化遺産が大きな魅力となり、歴史的な街並みや田園景観など、豊かな自然、歴史・文化遺産を基

盤に風格ある古都奈良が形成されています。

こうしたことから、これら豊かな自然や歴史・文化遺産を保全・活用するとともに、奈良市景

観計画を中心とした様々な景観施策に基づき良好な景観を保全・創出し、より幅広く奥行きのあ

る国際文化観光都市として魅力あるまちづくりを進めます。

また、景観まちづくり市民組織の育成、支援、ネットワーク化などを展開し、協働による景観

まちづくりの推進に努めます。

1）歴史・文化遺産の保全と活用

・世界遺産に登録された平城宮跡や東大寺をはじめとする文化財、奈良町などの歴史的な街並み、

伝統的様式の建築物等、歴史・文化遺産の保全・活用に努めます。また、歴史・文化遺産と一

体となり良好な景観を形成している自然環境の保全・活用に努めます。

・世界遺産の「包括的保存管理計画」を策定し、遺産を取り巻く緩衝地帯や歴史的環境調整区域

を含めた一体的な保全管理の方針を定めます。

・歴史的な建造物など文化財の指定や登録を進めていきます。

・平城京の条坊や旧街道を活用し、それを軸として散在する歴史・文化遺産のネットワーク化を

図ります。（→新なら市街地構想）

・歴史的な道の魅力の再発掘、ならまちの空き家の効果的な活用など、新たな価値の付加による

観光力の強化に努めます。

・歴史・文化遺産の価値を損なわないことを前提として、観光客等にも認知度の高い社寺境内地

を災害時の一時的な避難・待避所に活用することを検討します。

・氏神・氏子、菩提寺・檀家など旧来の関係が残る地域では、経済成長期以降に定住することに

なった住民などとの連携を図り、地域コミュニティの強化に努め、災害時の地域防災力を高め

ます。



第Ⅱ章 全体構想

56

2）歴史・文化の産業化

・歴史・文化に関する出版・メディア、サービス産業と歴史・文化の融合など、歴史・文化を活

用し、先端技術を活用した新たな「歴史・文化産業」が生まれ育つ環境づくりを進めるととも

に、ブランド力のある商品・資源を育てます。

・「奈良県新公会堂」や「なら 100 年会館」など多目的な会議場、国際級ホテルなど高次の都市

サービス施設の充実を図り、人々が歴史・文化的環境の中でくつろき、安らぎ、滞在できる魅

力ある国際文化観光都市を目指します。

・古都奈良にふさわしい、奈良らしさを感じる宿泊施設や飲食店の活性化を図ります。

・宿泊を伴う観光客増加につなげるため、老朽化した旅館・ホテルの施設改善に対する支援制度

創設を進めます。

・伝統行事に加え、社寺や遺跡を舞台とした芸術・文化イベントの開催など、古都奈良を演出す

る劇場都市として展開を図り、新たな文化芸術の創造に努めます。

・世界遺産などの歴史・文化遺産や奈良町などの歴史的街並みを核として、古都奈良にふさわし

い文化財保存・展示施設、文化的施設、工房、食や伝統工芸など生活と一体となった奈良の文

化に触れる商店や施設等のネットワーク化を図るとともに、周辺地域にもこのネットワークを

展開し、行政区域を含めた広範囲の区域を歴史・文化的な余暇空間として位置付け、交流人口

の増加に努めます。

3）街並みと緑が織りなす歴史的地区の景観の保全活用

・平成 20 年に施行された歴史まちづくり法に基づく「歴史的風致維持向上計画」に即して、歴史

的風致を有する地域の維持及び向上を図ります。

・興福寺や東大寺、春日大社など本市の歴史・文化遺産は、周辺の緑と一体となり、その歴史的

価値を高めていることから、これら緑の保全に努めます。

・中世・近世の面影を残す奈良町など地域特性に基づき、周辺環境と調和した建築物の高さや形

態意匠等を誘導し、歴史的な街並みの保全を図ります。

・街路緑化や宅地内緑化を促進し、緑豊かなうるおいのある生活環境を創造します。

・歴史的地区において景観阻害要因となる電線類については、無電柱化等を推進します。
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4）市街地背景となる緑の保全・育成

①山並みの保全・育成

・本市の三方を取り囲む春日山一帯、平城山・佐保山丘陵、西ノ京丘陵、矢田丘陵は、市街地背

景の良好な自然景観となり、暮らしにうるおいと安らぎをもたらすとともに、歴史・文化遺産

と一体となり、古都奈良の重要な歴史的景観となっています。

・こうしたことから、これらを「青垣山緑地帯」として位置付け、適正な維持管理により守り、

育て、次代に継承していきます。また、必要に応じて法や条例等に基づく保全を検討します。

・歴史的風土保存区域や風致地区、環境保全地区など、法に基づき指定された良好な自然環境の

適正管理に努めます。

②田園風景の保全・活用

・市街地南部に広がる農地は、都市環境負荷の低減に重要な役割を果たすだけでなく、集落と一

体となり、本市の原風景として良好な景観を形成しています。

・平城宮跡から西の京一帯の農地は、歴史・文化遺産と一体となり、重要な文化的景観を形成し

ています。

・こうしたことから、これらの農地を本市の緑の骨格として位置付け、農業施策と連携しながら

保全に努めます。

・また、市民農園など都市住民を対象としたアメニティ空間としての活用を検討します。

5）眺望景観の保全

・「奈良市眺望景観保全活用計画」を策定し、地形、自然環境、歴史・文化遺産など、人々が目

にし、美しいと感じる「目に見える景観」、文学作品や説話伝承、生活文化、豊かな自然など

の「心で感じる景観」、歴史都市として人々が有する景観イメージである「情報としての景観」

が相互に関係し合い創り出す「奈良らしい眺望景観」を 41 件選定しています。また、それらの

中から奈良らしさの視点、保全・活用の課題の視点、まちづくりへの展開の視点の 3 つの視点

から「重点眺望景観」を 15 件抽出しています。

・今後は、「景観計画」及び「奈良市眺望景観保全活用計画」に基づき、重要眺望景観の条例に

よる指定、電柱電線類の美装化や屋上施設の修景、建築物等の高さや形態意匠の規制誘導等を

進めていきます。
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■眺望景観の一例

◇奈良町から興福寺五重塔への

眺望

◇奈良町から春日山等の山並み

への眺望

◇荒池池畔から興福寺五重塔、御

蓋山、春日山への眺望

◇猿沢池池畔から興福寺五重

塔・南円堂への 眺望

◇ＪＲ奈良駅前を含む三条通か

ら春日大社一の鳥居、御蓋山、

春日山への眺望

◇近鉄奈良駅前を含む大宮通か

ら若草山への眺望

◇奈良阪（県道木津横田線）から

東大寺大仏殿への眺望

◇西安の森、若草中学校付近から

東大寺大仏殿、興福寺五重塔、

若草山等の山並みへの眺望

◇一条通から転害門への眺望

◇大宮橋及び佐保川沿いから若

草山への眺望

◇平城宮跡から東大寺大仏殿、若

草山等の山並みへの眺望

◇大池（勝間田池）池畔から薬師

寺三重塔、東大寺大仏殿への眺

望
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◇秋篠川堤防から薬師寺への眺

望

◇羅城門橋から朱雀門、大極殿へ

の眺望

◇柳生の里の眺望

6）水辺がもたらすうるおい景観の創出

・佐保川や秋篠川、富雄川など市街地を流れる河川やため池など、日常生活にうるおいと安らぎ

をもたらす水辺空間の保全に努めるとともに、親水性や修景に配慮した整備を行い、良好な市

街地景観として活用します。

7）良好な市街地景観の創造

①良好な市街地景観

・本市の玄関口となる都市拠点や地域拠点では、まちのシンボルとなる公園・広場等の整備、道

路の緑化、公共施設や商業施設等における緑化により、まちの顔となる景観の創出を図ります。

・良好な生活環境など周辺環境に配慮した屋外広告物の規制誘導を図ります。

・保存樹の適正な維持管理に努めます。また、社寺境内地の巨木や地域のシンボルとなる樹木に

ついて、必要に応じて法や条例等による保全を検討します。

②市民との協働による景観形成

・地区計画や協定などの制度を活用し、良好な街並み景観の形成を図ります。

・公共施設等の緑化を図るとともに、景観に関する普及啓発活動により市民の意識醸成を図り、

主体的な美化・緑化活動の活性化、住宅地や事業所、店舗、工場等の緑化を促進します。

・景観まちづくり市民組織の結成、育成を支援し、各組織のネットワーク化を図ります。



第Ⅱ章 全体構想

60

3.5.その他の都市施設等の整備方針

1）歴史・文化に配慮した各種都市施設の適正配置

①下水道

・計画的かつ効率的に公共下水道の整備を推進します。

・管路及び処理場施設等の耐震化を図るとともに、長寿命化計画を策定し、優先順位に基づく整

備、適正な維持管理に努めます。

②上水道（簡易水道を含む）

・水源流域の保全、管路及び施設等の適正管理により、安全で良質な水の安定供給に努めます。

・管路や施設等の更新・耐震化、送配水システムの計画的な構築により、水道水の安定供給及び

緊急時の生活水確保に努めます。また、月ヶ瀬及び都祁地域では、施設の状況を確認し、新た

な計画を策定して更新に努めます。

・省エネルギー化や副産物の有効利用を進め、環境に配慮した水道を目指します。

③ごみ・し尿処理施設等

・循環型社会に対応した、環境にやさしく、安全・安心な施設として、また、エネルギーの回収

と有効利用のための技術を積極的に導入した、新しいごみ焼却施設及びリサイクルセンター等

の中間処理施設を整備します。また、整備に際しては、周辺環境や地域の歴史・文化との調和

に努めます。

・堆肥リサイクルを促進することにより、し尿汚泥及び生ごみの減量化を図り、循環型社会の形

成を推進します。

・産業廃棄物については、排出事業者による発生抑制や減量化を図るとともに、適正処理の確保

や循環利用のためには民間主体による産業廃棄物処理施設の確保が必要です。その立地につい

ては、法令等に基づき、周辺の生活環境への影響や歴史・文化に配慮したうえで整備を図りま

す。

④墓地・火葬場

・社会生活において必要不可欠な都市施設である火葬場は、施設の老朽化や火葬炉数が少なく今

後予想される高齢化に伴う火葬件数の増加に対して十分な対応ができないなどといった問題を

抱えています。こうしたことから、生活環境や歴史・文化等の地域特性を踏まえて建設地を選

定し、環境面への負荷軽減などに配慮した新たな施設の整備を進めるとともに、既存施設も含

め、適正な維持管理に努めます。

・長期的な展望に立つとともに、需要動向や核家族化など多様化するニーズに応じた墓地の整備

を検討します。
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⑤教育・文化施設

・より充実した教育環境を提供するため、きめ細かな教育の推進や教育内容の充実を図るととも

に、施設の規模や配置の適正化、老朽化した校舎等の改修・改築、施設の耐震化等を図ります。

・市民生活にうるおいを与え、歴史・文化など都市の魅力を向上させるために、市民ホールや美

術館などの文化施設を適正に整備し、市民の文化活動の充実を図ります。

・生涯学習機能を有する図書館などの文化施設の整備・機能充実、生きがいの場を提供する公民

館の機能や活動の充実を図り、全ての市民が多種多様な機会、場所を利用して、主体的に文化

的教養を高め得るような環境の創出に努めます。

・スポーツ・レクリエーション活動の拠点となる社会体育施設では、老朽施設の改修等を図ると

ともに、利用者のニーズに応じた機能強化、地域住民等との協働による適正管理を推進し、施

設の利用満足度を高めます。

⑥医療・社会福祉施設

・市民の多様な医療ニーズに対応するため、市立奈良病院の整備推進、新奈良県総合医療センタ

ーの整備促進を図るとともに、地域医療体制の充実・整備に努めます。

・高齢者が健康で生きがいを持ち、住み慣れた地域で安心して暮らせる社会を目指して、介護予

防や在宅福祉、介護サービスの充実に努めます。

2）情報発信の強化

・効果的、統一的な情報発信・提供体制の充実を図ります。

・国内外に向け、古都奈良の魅力を積極的に発信していきます。

・観光パンフレットや観光案内システム等の整備、多言語表記などを進めます。
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3.6.環境にやさしいまちづくり

都市活動の広域かつ大規模な展開や農林業の衰退、自然環境との関わりの希薄さを要因として、

今日の環境問題は、地球規模の温暖化から身近なごみ問題まで多様かつ広範囲に、市民の生活に

影響を及ぼしています。

こうしたことから、平成 24 年 3 月に策定した「奈良市環境基本計画（改訂版）」に基づき、環

境保全と創造に関する取組を推進していくとともに、市民・事業者への意識啓発、活動支援、連

携体制の構築などを図り、環境にやさしいまちづくりに努めます。

1）都市環境負荷の低減

①低炭素社会の実現

・集約型都市構造の形成、道路整備による交通の円滑化、公共交通の利用促進などにより、低炭

素社会の実現を目指します。

・特に、歴史・文化遺産を多く有する市街地の中心部では、多様な歩行者に配慮し、自動車の規

制や駐車場整備など自動車交通対策を図ります。

②循環型社会の実現

・廃棄物の発生抑制や減量化、資源のリサイクルなどを推進し、環境負荷の少ない循環型社会の

実現を目指します。

・太陽光発電などの自然エネルギーの活用、生ゴミなどバイオマス資源の活用など、新エネルギ

ーの導入を図ります。

③環境保全活動の推進

・情報提供や環境学習など普及・啓発活動に努め、市民や事業者の環境保全に対する意識高揚を

図ります。

・自然保護運動や環境保全活動、地域における環境美化運動など、市民・事業者の主体的な活動

を支援するとともに、行政との連携体制の構築を図ります。

2）気候風土や生態系を活かした自然環境の保全・創出

①豊かな緑の保全

・水源かん養や土砂流出防止など、国土保全機能を有する山間部や丘陵地では、適正な森林整備

や林道の維持管理などに努め、これら豊かな自然を保全します。

・都市環境負荷の低減にも重要な役割を果たす農地は、農業施策との連携を図りながら保全に努

めます。
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②生態系への配慮

・大和青垣の緑や春日大社の神鹿などの自然と共生してきた本市は、世界に類をみない都市を形

成しています。

・こうしたことから、野生動植物の生息・生育・繁殖環境であり、都市の微気候の緩和にも資す

る市街地周辺の丘陵地や里山などの緑の適正な維持管理に努め、必要に応じて法や条例等に基

づく保全を検討します。

③気候風土に適した緑や水辺の創出

・日本は、西欧主要都市に比べて夏の日照りが強く、冬寒く、また雨天の日が多いという特徴が

あり、特に盆地である本市は、夏の暑さ、冬の寒さが特に厳しいという特徴があります。

・また本市には、常に水不足に悩まされてきた歴史があります。

・こうした中で、先人達は鎮守の森や遣水、園池、ため池など都市における緑や水辺の空間を創

出してきました。

・このような伝統を活かし、公園緑地や街路樹、水辺空間の整備などにより、市街地における緑

や水辺の創出を図ります。

3）水辺の保全・活用と適正管理

・東部の山地は、本市の重要な水道水源地であることから、水質の保全を図ります。

・ダム周辺では、水と緑の機能を活かし、レクリエーション機能の充実などを目指します。

・河川やため池は、大切な自然資源として、また歴史的景観の構成要素として、さらには農業用

水として水量や水質、水辺周辺の自然環境の保全と適正管理に努めます。

・また、河川やため池の整備を行う際には、親水空間の整備や修景など、水にふれあい、水辺を

暮らしに取り込むような整備を検討します。

・さらに、河川の整備を行う際には、「多自然川づくり」やビオトープの整備など、水辺周辺の

生態系に配慮した整備を検討します。

・多様な歩行者や自転車の散策路として、水辺や旧街道を活かした歴史と水辺の道の形成を図り

ます。

・佐保川におけるアダプトプログラムを活用した清掃活動など、河川やため池などの水辺を地域

住民とともに守り・育てていきます。
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3.7.安全・安心のまちづくり

1）災害に強い都市基盤の創出

・治山・治水や砂防整備に努め、生活環境の安全性を高めます。

・山林の防災機能を高めるため、林業の活性化による森林施業を図るとともに、環境への影響が

懸念される開発の適正誘導など、山林の保護・育成に努めます。また、里山についても、景観

機能に加え、防災機能を高めるため、適正な管理に努めます。

・奈良盆地（大和川水系）には人口等が集中し、災害時には多くの被害が想定されることから、

親水空間の整備と連携して想定最大規模の防災対策を推進します。

2）市街地の防災機能の強化

①市街地の安全性向上

・古い木造住宅が密集する市街地では、生活道路の拡幅や避難路のネットワーク化、オープンス

ペースや防火用水の確保等により安全性を高めるとともに、建て替え時における不燃化・耐震

化の促進、宅地内緑化の誘導等により、地震や火災など災害に強いまちを目指します。

・地域特性に応じた道路の防災対策を推進するとともに、代替性のある災害に強い道路網の形成

に努めます。

・緊急輸送路に指定された道路では、路面や法面などの防災整備・修繕、橋梁やトンネルなどの

補強を推進します。

・災害時の避難、救助・復旧活動の拠点となる学校や公園等の公共施設・不特定多数の人が利用

する建築物等の耐震・耐火性の向上や緑化を推進します。

・地域に根ざした防災資源として緑と水のネットワーク形成に努め、地域防災力の向上を図りま

す。

・災害時のライフライン確保を目的に、共同溝の整備、ライフラインの耐震化、復旧迅速化のた

めのシステム構築などを図ります。

・歴史・文化遺産の価値を損なわないことを前提として、観光客等にも認知度の高い社寺境内地

を災害時の一時的な避難・待避所に活用することを検討します。

・大規模な住宅地開発など新たな市街地の土地利用を進める際には、公共施設整備や造成関係諸

法の適切な導入により、安全で環境影響に配慮した市街地の形成に努めます。
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②防災力の向上

・地域防災計画の充実を図るとともに、災害発生時の対応として、庁内災害対策組織を整備し、

支援体制の強化に努めます。

・関係機関、市民、事業者、ＮＰＯ団体等との連携強化や防災体制の確立に努めます。

・「わがまちは、わが手で守る」という共助の考えに基づき、自主防災組織の育成、子育て世代

の加入促進など組織強化に向けた支援、防災士の育成支援など、地域防災力の向上を図ります。

・障がい者や高齢者、観光客など災害時要援護者の把握に努め、救助・安否確認など災害時の初

動体制の確立を図ります。

・各種広報媒体による防災情報の周知、防災講演会や防災訓練の実施により、市民の防災に対す

る意識の醸成に努めます。

・氏神・氏子、菩提寺・檀家など旧来の関係が残る地域では、経済成長期以降に定住することに

なった住民などとの連携を図り、地域コミュニティの強化に努め、災害時の地域防災力を高め

ます。

・観光客など帰宅困難者対策として、情報提供の充実、市民の心の醸成や事業者との連携強化に

よる支援充実、観光客に対する避難場所の確保や輸送体制等の体制づくりを行います。

3）多様で良質な住宅づくり

・周辺環境と調和した良好な生活環境を創出するため、地区計画制度や建築協定等の活用を誘導

するとともに、都市基盤施設の整備を目指し、土地区画整理事業等による住宅地開発の指導に

努めます。

・歩いて暮らせるまちづくりの観点から、都市機能が集積し、利便性の高い拠点において、高齢

者住宅など多様なニーズに対応した住宅供給を促進します。

・「奈良市営住宅ストック総合活用計画」に基づき、住宅の確保に特に配慮を要する者に対して、

安全で安心した暮らしが確保されるよう、計画的な改善・改修、維持保全等により市営住宅の

供給を行います。

・高度成長期に建設された大規模住宅団地の建て替えにあたっては、誰もが安心して暮らせる環

境整備や多様な暮らし方を支える高質な住宅ストックなどを図り、地域の持続的な発展を支え

る良好な計画の誘導に努めます。

・都市基盤がぜい弱な市街地では、道路、公園などの整備を計画的に進め、良好な生活環境の形

成に努めます。

・緊急車両が通行困難な狭あい道路については、主要路線から優先的に整備を図ります。

・密集市街地では、地区計画や街並み環境整備事業など各種手法の活用による基盤整備やオープ

ンスペースの確保を検討し、良好な生活環境の創出を図ります。また、建て替え時の不燃化・

耐震化を誘導します。

・市街地の公共空間、公共施設及び民有地の緑化を推進し、緑あふれる市街地の形成に努めます。
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4）高齢者・障がい者・妊産婦・けが人等への配慮

・不特定多数が利用する施設（公共公益施設や道路、公園など）では、奈良市バリアフリー基本

構想にも留意し、ユニバーサルデザインに配慮した整備を推進するとともに、既存の施設にお

いても、バリアフリー化を計画的に進め、安全・安心な市街地形成に努めます。

・高齢者が住み慣れた地域で生活できるよう、在宅ケアを支援する地域福祉施設等の計画的立地

を進め、これを拠点とした歩行者ネットワークの形成やコミュニティバスの導入など高齢化社

会に対応したまちづくりを展開します。

5）子育て支援及び教育の充実

・学校・家庭・地域が連携・協働し、子ども達の安全・安心な居場所を設け、地域ぐるみで子ど

もを育てる仕組みづくりを進めます。

・子育て中の親子が交流し、気軽に相談でき、情報提供や講習が受けられる子育て広場を設置し、

地域の子育て支援の充実を図ります。

・待機児童の解消や子育てと仕事の両立支援のため民間活力による保育所整備を図るとともに、

幼稚園・保育所から認定こども園への転換を促進します。

6）暮らしの安全性向上

・交通事故多発地点等の危険箇所、通学路等の要配慮箇所では、関係機関と協力し、多様な歩行

者に配慮した歩行空間の確保や安全施設の設置などの交通安全対策に努めます。

・街路灯の整備や周囲からの見通しを確保した公園整備、自主防犯組織の育成強化、地域におけ

る防犯活動の充実、警察など関係機関との連携強化により、犯罪が起こりにくい安全・安心な

まちづくりを推進します。




